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令和元年 5 月 

第 394 号 

14 代前の元号の餅桶 



「高齢者と子どものふれあい」に参加して 

４月３日に公民館で行われた「高齢者と子 

どものふれあい」に、祖母・母・わたし・娘 

の 4世代で参加しました。 

   好奇心旺盛な 2歳の娘は、早くゲームに 

参加したくてウズウズ。 

おおばあちゃん(加藤さだ子)と一緒に魚釣り 

をしたり、お手玉つかみをしたり。二人で手をつないでゴールするまで、

にこにこうれしそうでした。 

   また、パン食い競争でパンを取ったことがとても印象に残

ったようで、その後何度も「パン、あーん 

ってしてとったねぇ。みーちゃんやっ

たぁ！」と自慢気に話してくれました。 

   祖母も、ひ孫と一緒にこのようなゲーム

に参加するのは初めてでしたが、とてもう

れしそうでした。 

   普段子どもたちは高齢者の方と接する

機会が少なく、一緒に行事に参加することもないので、今回このような行

事に参加できたことは、とてもよい経験になりました。 

   町内の方々とふれ合える行事には、これ 

からも参加していきたいと思います。 

   年に数回、千葉から二人の子どもを連れ 

て帰省しますが、 

いつも大湫のみ 

なさんが気さく 

に声をかけてく 

ださり、とても 

感謝しています。 

みなさんが温 

かく見守ってくださるため、子どもたちも大湫が大好きで、大湫へ来るこ

とをいつもとても楽しみにしています。 

   これからも、よろしくお願いします。    田久保 （旧加藤）涼子 

おおばあちゃん、

がんばれ！ 
楽
し
い
ね
！ 



スーパーエコスクール 

      瑞浪北中学校が開校 

  開校式にふさわしく快晴となった４月８日

（月）。新しい校舎は、新しい制服に身を包ん

だ生徒たちで活気に満ちています。 

  2019(平 

成 31)年度 

から、市内の 3校(瑞陵中・日吉中・釜 

戸中)が合併統合して瑞浪北中学校が誕 

生しました。新築されたこの学校は文部 

科学省による「スーパーエコスクール実 

証事業」に認証されています。環境に配 

慮するさまざまな工夫が盛り込まれ、消 

費電力を抑制しつつ太陽光や風力などで 

発電することにより、消費電力を実質ゼロにする校舎です。 

大湫町からは、子ども達のため

にと地元作家「天野裕夫氏」か

ら作品がそして、「山びこどん

（代表 三浦順三氏）」からは竹

ぼうきが寄贈されました。 

  

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

＊大湫宿お休み処 

5 月の営業は 1 日(水)・3 日(金)・4 日(土)・5 日(日)・6 日(月) 

      12 日(日)・19 日(日)・26 日(日)です。 

皆様のお越しをお待ちしておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

☆当日(急ぎ)の予約は丸森へお願いします。℡：0572-63-2455 
        

＊おしゃべりサロン「こぶし」（100 円コーヒー） 

5 月営業日 第 2・第 4 土曜日 

   営業時間 AM9：00～AM11：00  

   営業場所 ふれあいセンター   



タンポポって面白いネ 

公民館講座 「自然観察と草餅作り」 

快晴の天気に恵まれた 4 月 13 日（土）。大湫でもタンポポが黄色い花を

咲かせています。だがこのタンポポの世界にも熾烈（？）な生存競争があ

るようです。 

観察会に集まった参加者が、公民館のロビーで外来種と在来種のタンポ

ポを確認。「セイヨウタンポポとアカミタンポポは両方とも外来種。この違

いがはっきり分かるのは、タネの色。この色を見比べてみましょう！」と

講師の公民館長。「外来種と在来種の違いは、ここを見ればわかるんですよ」。

タンポポの花を手に取り、参加者はその違いを見比べました。 

その後、野外に出て実際に咲いているタンポポを見ながら「花の咲いた

後は、横になってる」「綿毛になったのは、茎が伸びて高くなってる。ホン

トだー」。道端のタンポポを見ながら、賑やかにヨモギ摘みの場所に出かけ

ます。ヨモギの葉は、裏側に毛が生え

ビロードのようであることも確かめま

した。 

ヨモギ、ノビルを摘みました。チョ

ット大きくなったカンゾウも摘みます。

アサツキもいただきした。色々食べる

ものがあります。公民館に帰ってお昼。

事前に作っていただいていた草餅も食

べ、やる気は満々。ノビルや湯がいたカンゾウ、タンポポの葉を酢味噌や

マヨネーズで食べることに挑戦した子。みんな、初めての体験です。「結構

いけるよね」「やっぱり苦いね」。顔をしかめ「……」。 

いよいよ採ってきたヨモギで草餅作り。調理室は、準備万端。茹でて灰

汁を取り除いたヨモギを摺ったり、お湯で練った上

新粉を蒸したり、蒸し上がった上新粉をヨモギと合

わせて練ったりと大忙しでした。 

「楽しかった」と、参加

した子どもたちも満足そ

う。お土産の草餅を手にし、

解散となりました。草団子作りに、お手伝いいた

だいた皆さん有難うございました。 

 



リ・アップ“ひよも”だより 

5 月のお茶のみ会と「丸森」来訪

者 20,000 人達成・夢づくり事業完

了行事(町の春のイベント)が重な

りました。当日は多彩な催しが行わ

れますので、皆さんと一緒にお祝い

したいと思いますので是非参加く

ださい。 

日時：5 月 1 日(水) 

9：30～11：20 

場所：大湫公民館・グランド 

＊詳しくは配布されていますチラシ

をご覧ください。 

 

武並小学校の遠足 感心しました！ 

 4 月 17 日（水）、思ったより早くから雨が降り出した時、なんだか外が

賑やかになりました。今日は、お隣の武並小学校の生徒さんの遠足です。

晴れていれば、旧大湫小学校グランドで思いっきり楽しい一時をおくる予

定だったでしょう。事前にお話しを聞いていたので、公民館内で弁当を食

べていただき、楽しいゲームもしていただきました。 

 この後、感激しました。さりげなく置かれ 

たトイレットペーパー。使用させていただい 

たからと講堂やトイレの掃除まで。トイレッ 

トペーパーには気持ちのこもったお礼の言葉 

まで書かれてありました。 

 久しぶりに昼間の小学生の元気な声が館内 

にあふれ、大湫小学校から聞こえていた子どもたちが懐かしく思い出され

ました。 

 やはり、町に賑やかな子どもたちの声が響くのはいいですね・・・。 

武並小学校の皆さん、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

五
月
の
俳
句 

山
口
雪
子 

冴
え
返
る
一
句
に
少
し
の
嘘
あ
り
て 

秒
針
の
微 か

す

か
な
音
や
花
の
冷 

天
野
辰
代 

水
仙
や
笑
顔
の
会
釈
二
人
連
れ 

花
祭
り
天
指
す
釈
迦
像
五
寸
程 

デマンド交通 

利用者(大湫～日吉東部) 

3 月：47 便 延べ 91 名 

  

 



大湫町民パターゴルフ大会 4/21（日） 

早朝の曇り空から心地良い晴天へとなった日曜日。まさしく、パターゴ

ルフ日和りの天気となりました。 

市長はじめ来賓の方々も多数参加していただくことが出来、また今年も

嬉しい報告、転入者の紹介もありました。 

 
来
賓
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
挨
拶
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

転
入
者
の
皆
さ
ん
、

よ
う
こ
そ
！ 

始める前の準備体操は大

事、大事！ 

大勢でやると楽しさが倍増

するね‼ 

オススメ！大湫分室の本 

『帰り遅いけどこんなスープなら作れそう』      有賀薫：著 

 帰りが遅くなって、家でごはんを作れない。コンビニも飽きてしまう。

簡単で美味しいスープを自分でササッと作れる本。 

家族と友達と、そし

て、お隣さんと…！ 



お
世
話
に
な
っ
た
先
生
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
お

世
話
に
な
り
ま
す
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

幼
児
園
・
小
中
学
校 

人
事
異
動
の
ご
紹
介
で
す
。 

  (

ご
転
出
・
ご
退
職) 

竜
吟
幼
児
園 

遠
山
み
ゆ
き
園
長 
一
色
幼
児
園
へ 

近
藤
恭
子
保
育
士 

み
ど
り
幼
児
園
へ 

牛
島
幸
穂
保
育
士 

一
色
幼
児
園
へ 

＊
退
職
者 

加
藤
星
子 

釜
戸
小
学
校 

藤
川
慎
司
教
諭 

稲
津
小
学
校
へ 

岩
島
美
志
教
諭 

土
岐
小
学
校
へ 

舘
林
美
和
教
諭 

市
教
育
委
員
会
へ 

小
木
曽
崇
講
師 

土
岐
市
泉
小
学
校
へ 

加
藤
幸
子
非
常
勤
講
師 

日
吉
小
学
校
へ 

加
藤
美
智
子
事
務
主
査 

土
岐
市
駄
知
小
学
校
へ 

＊
退
職
者 

吉
村
美
信
校
長
・
加
藤
向
日
葵
教
諭 

釜
戸
中
学
校 

間
宮
弘
一
校
長 

明
世
小
学
校
へ 

松
井
克
仁
教
諭 

恵
那
市
武
並
小
学
校
へ 

安
藤
隆
一
教
諭 

陶
小
学
校
へ 

佐
々
木
亮
教
諭 

中
津
川
市
南
小
学
校
へ 

水
野
正
幸
教
諭 

釜
戸
小
学
校
へ 

渡
辺
理
子
養
護
助
教
諭 

御
嵩
町
立
上
之
郷
小
学
校
へ 

川
邊
郁
子
校
務
員 

土
岐
小
学
校
へ 

＊
退
職
者 

岩
井
秀
哲
教
諭
・
小
栗
沙
弥
子

非
常
勤
講
師
・
北
原
譲
介
初
任
者
指
導 

  (

ご
転
入) 

竜
吟
幼
児
園 

伊
藤
聡
美
園
長 

日
吉
幼
児
園
よ
り 

西
尾
奈
津
保
育
士 

み
ど
り
幼
児
園
よ
り 

小
栗
彩
季
保
育
士 

新
規
採
用 

日
比
野
京
子
事
務
員 

新
規
採
用 

本
荘
実
希
臨
時
保
育
士 

新
規
採
用 

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル
職
員
） 

釜
戸
小
学
校 

土
屋
昌
徳
校
長 

中
津
川
市
下
野
小
学
校
よ
り 

水
野
正
幸
教
諭 

釜
戸
中
学
校
よ
り 

新
海
典
子
教
諭 

陶
小
学
校
よ
り 

加
藤
え
り
奈
教
諭 

恵
那
市
恵
那
東
中
学
校
よ
り 

南
雲
優
季
子 

育
休
よ
り
復
帰 

加
藤
優
香
養
護
教
諭 

瑞
浪
小
学
校
よ
り 

長
屋
美
穂
事
務
主
事 

瑞
陵
中
学
校
よ
り 

石
川
敏
美
学
業
支
援
員 

瑞
浪
小
学
校
よ
り 

瑞
浪
北
中
学
校 

着
任
職
員 

安
藤
雅
哉
校
長 

瑞
陵
中
学
校
よ
り 

中
山
英
三
教
頭 

釜
戸
中
学
校
よ
り 

山
口
直
子
教
諭 

釜
戸
中
学
校
よ
り 

村
木
美
方
教
諭 

釜
戸
中
学
校
よ
り 

伊
藤
彰
友
希
教
諭 

釜
戸
中
学
校
よ
り 

中
川
小
百
合
講
師 

釜
戸
中
学
校
よ
り 

渡
辺
智
絵
事
務
職
員 

釜
戸
中
学
校
よ
り 

（
釜
戸
中
学
校
か
ら
の
移
動
の
み
記
載
） 

 

     



 

 

                                      ４月２４日まで 

                                      

訪問者 
 

 
 

 

 

 

（団体） 

 ＊Walk japan(７回)、Raw トラベル(３回)、台湾サイクリング、Camino 

  ＊ツーリズム（３回）、お寺巡り、名古屋からの団体(２回) 

＊武並小学校、・・・・４/２６中京高生４４０人ほど予定 

＊CBC チャントの取材もあった。 

 （個人・小グループ） 

  ＊中山道歩き旅（東京から京都へ）の人が多い。 

  ＊桜の写真・スケッチのグループや春の山菜取りのグループが目立ってきた。 
 

今月は、「来訪者 ２０,０００人達成」に関わって紹介してみたいと思います。 

① 来館者数（H29,1,5 オープンから H31,3,31 まで） 
 

年 

開館

日数        

(日） 

入館者数  (人） １日 
備考(案内をした数） 

町外 町内 
合計 

平均 

大人 幼小中高 大人 幼小中高   団体数 総人数 外国人 

H29 年 
357 8,267 601 1,107 84 10,059 28.2 99 2,305 359 

１～12 

H30 年 
357 7,065 1,120 1,177 255 9,617 27 121 2,368 620 

1～12 

H31 年 
86 790 37 430 49 1,306 15.2 13 169 46 

1～3 

合計 800 16,122 1,758 2,714 388 20,982 26.2 233 4,842 1,025 
 

 ② 大湫宿の常連さん 

＊１０年以上・・・・・Walk japan、 一宮のおじさん   

＊５年～１０年・・・・多治見ボーイスカウト、中京高生、釜戸小学校３年６年、赤坂中 

＊２年～３年・・・・・クラブツーリズム、旅人企画、朝日旅行、可児・美濃加茂の団体、俳句の会 

             

 ③ どこから  日本国内                      外国 

                            

町 外  町 内 
合 計 

その内 

(外国関係) 大人 幼小中高 大人 幼小中高 

540 48 68 16 ６７２人  １２３人 

H3１,4 月～ ６７２人 
オープンから ２１,６５４人 

４月の丸森だより 

北海道（札幌、恵庭 

東北（福島 

関東（東京、埼玉、千葉、群馬、神奈川、栃木、茨城、山梨） 

中部（静岡、長野、石川、福井、新潟、富山） 

東海（愛知、岐阜、三重） 

近畿（滋賀、奈良、京都、大阪、兵庫、和歌山） 

中国（岡山、広島） 

四国（香川、愛媛、徳島） 

九州（長崎、大分） 

沖縄 

オーストラリア、ニュージランド 

アメリカ、カナダ、 

イングランド、フィンランド、スコットランド 

ロシア、イタリア、ドイツ、フランス、 

トルコ、イスラエル 

香港、台湾、シンガポール、ベトナム 

南アフリカ 



新
し
い
「
元
号
」
は 

「
令
和
」
と
決
定
す
る 

 

世
界
に
誇
る
日
本
を
後
世
に
残
す
た
め
に
、

「
平
成
」
を
振
り
返
っ
て
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る

「
令
和
」を
一
握
り
の
政
治
家
や
一
部
の
企
業

家
任
せ
に
し
な
い
で
、自
ら
汗
を
流
す
こ
と
に

よ
っ
て
自
分
の
暮
ら
し
が
楽
し
く
な
る
こ
と

を
自
覚
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

「
令
和
」の
終
末
を
見
る
こ
と
は
到
底
か
な

わ
ぬ
夢
で
あ
る
が
気
に
か
か
る
。何
時
の
時
代

も
、
時
の
権
力
者
や
財
閥
に
よ
っ
て
、
歴
史
は

つ
く
ら
れ
て
来
た
。我
が
国
の
元
号
は「
大
化
」

か
ら
数
え
て
二
百
四
十
八
番
目
を
数
え
る
。そ

の
間
、日
本
の
国
は
進
化
し
て
来
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
か
。 

昭
和
の
不
況
を
乗
り
切
っ
て
近
代
国
家
に

な
っ
た
と
思
っ
た
ら
、戦
争
に
よ
っ
て
一
億
国

民
は
総
て
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。焼
土
か
ら
立

ち
直
っ
た
我
が
国
は
、「
平
成
」
と
年
号
を
改

め
て
再
出
発
を
し
た
。戦
争
を
放
棄
し
て
平
和

に
生
き
る
は
ず
だ
っ
た
が
、政
権
政
党
の
安
倍

内
閣
は
憲
法
を
改
正
し
て
、ま
た
戦
争
の
出
来

る
国
に
衣
替
え
し
よ
う
と
し
て
い
る
。戦
争
の

恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
い
る
人
は
、再
び
戦
争
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
が
、昭

和
生
ま
れ
の
大
方
の
人
は
戦
争
を
知
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
何
も
知
ら
ず
に
生
ま
れ
て
来
る
子

供
達
に
「
ツ
ケ
」
を
廻
し
て
は
な
ら
な
い
と
し

た
ら
、「
お
れ
の
代
だ
け
」「
自
分
さ
え
良
け
れ

ば
」
な
ん
て
言
っ
て
は
お
ら
れ
な
い
。 

ま
ず
、平
成
三
十
年
間
の
無
駄
遣
い
を
反
省

し
、
行
・
財
政
の
無
駄
を
省
い
て
、
莫
大
な
財

政
赤
字
を
減
ら
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。我
田

引
水
の
公
共
事
業
は
、政
治
家
が
悪
い
の
か
選

挙
民
が
悪
い
の
か
、調
べ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
発
生
す
る
公
共
施
設
の
維
持
管
理

を
考
え
た
だ
け
で
も
気
が
遠
く
な
る
。 

世
論
調
査
（
時
事
通
信
）
に
よ
る
と
、
新
元

号
が
「
令
和
」
に
決
定
し
た
こ
と
を
ど
う
思
う

か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
「
大
変
良
か
っ
た
」

と
答
え
た
人
が
二
十
三
・
九
％
、「
よ
い
」
と

答
え
た
人
が
六
十
・
九
％
だ
っ
た
の
に
複
雑
な

気
分
に
な
っ
た
。 

問
題
の
山
積
し
て
い
る
「
令
和
」
の
幕
開
け

に
あ
た
っ
て
、
安
倍
首
相
は
「
若
者
達
が
大
き

な
花
を
咲
か
せ
、希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
日
本

を
造
り
上
げ
た
い
」
と
、
胸
を
張
っ
て
述
べ
ら

れ
た
。
日
本
最
古
の
万
葉
集
を
出
典
と
し
、
そ

の
昔
「
梅
花
の
宴
」
が
催
さ
れ
た
時
、
集
ま
っ

た
役
人
ら
が
詠
ん
だ
三
十
二
首
の
中
よ
り
選

ば
れ
た
と
か
。 

こ
れ
か
ら
改
革
が
次
々
に
実
を
結
び
、「
令

和
」
が
幕
を
迎
え
る
時
、「
梅
花
の
宴
」
を
盛

大
に
開
き
祝
い
た
い
。
大
湫
も
花
の
森
で
、
希

望
に
満
ち
た
未
来
を
祝
福
で
き
る
こ
と
を
祈

っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
野
長
三
郎 

     



                    

 



区
長
日
記 

 
 

新
年
度
を
迎
え
、
職
場
に
学
校
に
、
ま
た
家
庭
に
も
、
新
し
い
風

が
流
れ
始
め
ま
す
。
不
安
と
希
望
の
入
り
交
ざ
っ
た
感
情
を
胸
に
明

日
へ
向
か
っ
て
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
ま
す
。「
平
成
」
か
ら
「
令

和
」
へ
と
い
う
新
元
号
へ
の
移
行
も
、
私
た
ち
の
気
持
ち
を
高
揚
さ

せ
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

大
湫
町
で
は
、
平
成
の
総
括
と
し
て
、
５
月
１
日
の
改
元
の
日
に
、

「
丸
森
」
来
訪
者
二
万
人
突
破
、
本
陣
山
登
山
道
完
成
、
「
米
屋
」

改
修
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
完
了
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
４
月
に
開
校
し
た
瑞
浪
北
中
学
校
の
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
に
記
念
演
奏
し
て
い
た
だ
き
、
大
湫
町
と
学
校
並

び
に
生
徒
た
ち
と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
機
会
に
な
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
歴
史
と
自
然
と
い
う
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
大
切
な

宝
物
を
活
か
し
、
未
来
を
生
き
抜
く
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
一
つ
で

も
多
く
の
魅
力
を
付
加
す
る
た
め
、
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
春
の
選
挙
戦
を
制
し
た
若
い
議
員
の
皆
さ
ん
が
、
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
！
」
と
異
口
同
音
に
訴
え
て
い

ま
し
た
が
、
限
界
集
落
大
湫
町
も
、
意
を
同
じ
く
し
て
、
新
し
い
課

題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区
長
会
長 

足
立 

4
月
3
日 

社
協
「
高
齢
者
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
」
事
業 

 
 

5
日 

大
湫
区
長
会
・
幹
事
会 

 
 

7
日 

県
議
選
投
票
日
・
消
防
団
入
退
団
式 

 
 

 
 

8
日 

瑞
浪
北
中
学
校
開
校
式 

 
 

10
日 

新
旧
区
長
組
長
会
議 

 
 

14
日 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
伐
採
作
業
・
足
又
公
民
館
完
成
式 

 
 

17
日 

女
性
代
表
と
語
る
会 

 
 

18
日 

市
長
新
年
度
予
算
説
明
会
議 

 
 

21
日 

町
民
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会 

 
 

24
日 

夢
づ
く
り
地
域
交
付
金
審
査
会 

 
 

25
日 

大
湫
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
総
会 

26
日 

瑞
浪
市
連
合
自
治
会 

27
日 

市
長
ご
尊
父
葬
儀 

30
日 
「
丸
森
」
来
訪
二
万
人
突
破
関
連
町
内
イ
ベ
ン
ト
準
備
作
業 



                    

 

 

編
集
後
記 

  
 

 

最
近
で
は
、
空
に
鯉
の
ぼ
り
が 

 
 

 

元
気
に
泳
ぐ
姿
を
み
る
こ
と
が 

少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
五
月 

五
日
は
「
端
午
の
節
句
」
で
す
ね
。 

 
 

 
 

ま
た
、
菖
蒲
は
良
い
香
り
が
す
る 

こ
と
か
ら
、
邪
気
を
払
う
と
さ
れ
古
く 

か
ら
「
菖
蒲
の
節
句
」
と
も
言
わ
れ
た 

そ
う
で
す
。 

 
 

 
 

新
し
い
環
境
と
季
節
の
変
わ
り
目
に 

適
応
で
き
な
く
て
、
精
神
的
・
身
体
的 

に
不
調
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
『
五
月
病
』 

に
悩
む
人
も
多
く
な
る
時
期
で
す
。 

 
 

 
 

 

「
端
午
の
節
句
」
に
ゆ
っ
く
り
と 

菖
蒲
湯
に
浸
か
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ 

 
 

 
 

 

し
ま
せ
ん
か
・
・
・
ｙ 
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三
〇

二
六

二
五

二
〇
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一
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一
六

一
四
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三

一
二

一
一

十 七 六 五 四 三 二 一 日

木 日 土 月 日 土 木 火 月 日 土 金 火 月 日 土 金 木 水 曜

　
　
行
　
　
　
事

広
報
委
員
会

第
三
回
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
／
か
し
わ
や
営
業

集
ま
ろ
う
会
太
鼓

第
一
回
資
源
回
収

(

雨
天
：

二
六
日

)

集
ま
ろ
う
会
太
鼓
／
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
植
え

シ
ル
バ
ー

食
堂

(

公
民
館
講
座

)

社
協
大
湫
支
部
会

長
寿
会

「
健
康
ウ

ォ
ー

キ
ン
グ

」

田
植
え
体
験

(

公
民
館
講
座

)

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
／
か
し
わ
や
営
業

転
入
対
策
委
員
会

定
例
区
長
・
幹
事
会

財
産
区
全
員
会
議

＊
振
替
休
日

山
菜
を
楽
し
む

(
公
民
館
講
座

)

＊
子
ど
も
の
日

＊
み
ど
り
の
日

＊
憲
法
記
念
日

＊
国
民
の
休
日

＊
即
位
の
日

「
丸
森

」
と
町
内
記
念
イ
ベ
ン
ト

予
　
　
　
定

令
和
元
年
五
月
行
事
予
定

今月の資源ごみ：5/23(木)不燃ごみ：5 /10(金)


